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In-room herb cultivation has been attracted much attention because of its stable and high efficiency 
production, and of possibility of rich functional ingredient food production. We have investigated 
the effect of several light sources used for in-room cultivation on the growth and vitamin-C content 
of ruccola (rocket or arugula). It was shown that the red and blue LED showed the most preferable 
result. Commercially available white LEDs and CCFLs showed relatively good results which 

















っている同時発光型 LED が最もいい結果を示しているが、LED 蛍光灯と CCFL は同程度
の効果であり、また、参考値ではあるが自然光に近い成長が期待できる結果であった。コ
スト的には、従来の蛍光灯に比べると蛍光灯型 LED 及び CCFL は、消費電力が 1/2 以下で
寿命が４倍以上であることから、発熱が少ないことやメンテナンス費用も考えると長期的
観点で相当有利である。これらは従来の蛍光灯と違和感無く置き換えられることから、家
庭菜園等の室内環境での植物栽培にも適しており、波長最適化した LED 光源も含めて、実
用の観点から選択肢の幅を広げることができると考えられる。 
 
なお、本研究開発は公益財団法人道央産業振興財団平成 25 年度高度技術研究開発助成
事業の助成を受けて実施したものである。  
